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皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
二
年
、
「
庚
子
（
か
の

え
ね
）
」
の
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

   

か
わ
ら
版
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
本
四
国

（
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
）
と
知
多
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
は
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
、
知
多
と
並
ん
で

全
国
の
お
遍
路
フ
ァ
ン
に
知
ら
れ
る
三
河

新
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

   

引
き
続
き
ご
愛
顧
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

★
霊
場
の
宝
庫

   

四
十
七
都
道
府
県
の
中
で
、
お
寺
の
数

が
最
も
多
い
の
は
愛
知
県
。
多
く
の
人
が

京
都
府
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
実
は
愛

知
県
が
一
番
で
す
。

   

最
新
（
二
○
一
六
年
）
統
計
に
よ
れ
ば
、

愛
知
県
の
寺
院
数
は
四
千
五
百
八
十
九
。

二
位
の
大
阪
府
よ
り
も
千
以
上
多
い
断
ト

ツ
ト
ッ
プ
で
す
。

   

そ
の
た
め
、
霊
場
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
、
弘
法
大
師

霊
場
が
十
三
、
観
音
霊
場
は
十
一
、
そ
の

ほ
か
に
も
法
然
上
人
霊
場
や
七
福
音
霊
場

が
複
数
あ
り
、
総
数
は
三
十
超
。
愛
知
県

は
霊
場
の
宝
庫
で
す
。

   

そ
の
中
で
も
、
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い

る
の
が
知
多
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
と
三

河
新
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
。

   

知
多
四
国
の
開
創
は
一
八
二
四
年
（
文

政
七
年
）
、
亮
山
阿
闍
梨
に
よ
る
も
の
で

す
。

   

さ
て
、
三
河
新
四
国
は
ど
の
よ
う
な
縁

起
で
誕
生
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

★
浦
野
上
人

   

江
戸
時
代
の
は
じ
め
頃
、
西
加
茂
郷
に

浦
野
上
人
と
い
う
修
行
僧
が
い
た
そ
う
で

す
。
浦
野
上
人
は
何
度
も
本
四
国
霊
場
を

巡
拝
し
、
札
所
の
お
砂
を
持
ち
帰
り
ま
し

た
。

   

浦
野
上
人
は
そ
の
お
砂
も
活
か
し
、
三

河
一
円
に
本
四
国
霊
場
の
写
し
を
開
創
す

る
こ
と
を
発
心
。
各
地
の
お
寺
を
十
年
が

か
り
で
説
得
し
た
そ
う
で
す
。
宗
派
の
違

う
お
寺
に
お
大
師
様
の
霊
場
を
お
願
い
す

る
の
は
難
儀
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

   

一
六
二
六
年
（
寛
永
二
年
）
、
浦
野
上

人
の
努
力
が
実
り
、
三
河
新
四
国
霊
場
が

誕
生
。
知
多
四
国
霊
場
よ
り
も
約
二
百
年

古
い
時
代
に
開
創
さ
れ
ま
し
た
。

   

こ
の
浦
野
上
人
の
縁
起
は
三
河
新
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
に
言
い
伝
わ
る
伝
承
。

開
創
時
の
霊
場
の
全
貌
等
が
わ
か
る
資
料

は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
該
当
す
る
お
寺

の
縁
起
に
は
何
某
か
記
録
が
残
っ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

★
直
伝
開
創

   

江
戸
時
代
に
は
巡
礼
す
る
お
遍
路
さ
ん

も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
明
治
時
代
の

廃
仏
毀
釈
等
の
影
響
も
あ
っ
て
徐
々
に
衰

退
。
寂
れ
か
け
て
い
た
三
河
新
四
国
霊
場

に
転
機
が
訪
れ
ま
す
。

   

一
九
二
六
年
（
昭
和
二
年
）
、
本
四
国

霊
場
会
の
会
長
で
あ
り
、
お
大
師
様
の
生

誕
地
、
七
十
五
番
札
所
の
善
通
寺
貫
主
か

ら
弘
法
大
師
像
と
直
伝
証
が
三
河
新
四
国

霊
場
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

   

時
を
同
じ
く
し
て
、
明
治
中
頃
か
ら
大

正
、
昭
和
に
か
け
、
廃
仏
毀
釈
か
ら
の
仏

教
復
興
、
地
域
振
興
、
観
光
地
興
業
等
を

企
図
し
て
各
地
に
本
四
国
霊
場
の
写
し
を

開
創
す
る
動
き
が
広
が
り
ま
し
た
。

   

例
え
ば
、
覚
王
山
八
十
八
ヶ
所
霊
場
も

開
創
は
一
九
〇
四
年
（
明
治
四
十
三
年
）

で
す
。

   
お
そ
ら
く
、
善
通
寺
等
の
本
四
国
霊
場

関
係
者
、
あ
る
い
は
高
野
山
関
係
者
も
、

各
地
に
写
し
が
開
創
さ
れ
る
こ
と
を
歓
迎

し
た
の
で
し
ょ
う
。

   

そ
の
ひ
と
つ
の
手
法
と
し
て
、
本
四
国

霊
場
か
ら
直
伝
証
を
授
与
す
る
と
い
う
こ

と
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

   

し
か
も
、
三
河
新
四
国
霊
場
は
江
戸
時

代
か
ら
始
ま
っ
た
歴
史
も
あ
り
、
本
四
国

霊
場
と
し
て
は
直
伝
証
を
授
与
す
る
の
に

一
層
相
応
し
い
写
し
で
し
た
。

   

三
河
新
四
国
霊
場
が
開
創
さ
れ
る
直
前

の
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
年
）
、
や
は

り
善
通
寺
か
ら
の
直
伝
証
を
契
機
に
し
て

知
多
四
国
直
伝
弘
法
霊
場
が
開
創
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
知
多
四
国
八
十
八
ヶ
所
と

は
別
の
知
多
四
国
直
伝
霊
場
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

★
三
河
鉄
道

   

さ
ら
に
、
こ
の
頃
の
各
地
の
写
し
霊
場

開
創
の
動
き
は
、
当
時
普
及
・
延
伸
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
鉄
道
の
沿
線
振
興
策
と
も
密

接
に
関
係
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

   

三
河
新
四
国
の
場
合
、
一
九
一
四
年
（
大

正
三
年
）
開
業
の
三
河
鉄
道
と
の
関
係
が

深
か
っ
た
よ
う
で
す
。

   

三
河
鉄
道
は
最
終
的
に
蒲
郡
―
足
助
間

ま
で
延
伸
さ
れ
、
昭
和
二
年
開
創
の
三
河

新
四
国
霊
場
は
全
て
そ
の
沿
線
の
お
寺
と

な
り
ま
し
た
。

   

因
み
に
、
そ
の
当
時
の
札
所
を
示
し
た

地
図
が
、
現
在
の
十
九
番
札
所
雲
龍
寺
（
豊

田
市
）
本
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
そ
の
時
の
雲
竜
寺
は
七
十
六
番
札
所

で
し
た
。

★
松
本
孝
昌
住
職

   

雲
龍
寺
の
札
所
番
号
が
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
三
河
新
四
国

霊
場
に
は
さ
ら
に
転
機
が
訪
れ
ま
す
。

   

そ
の
転
機
は
、
現
在
の
六
十
一
番
無
量

寺
の
松
本
孝
昌
住
職
ほ
か
、
何
人
か
の
ご

住
職
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

   

来
月
は
そ
の
経
緯
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

乞
ご
期
待
。
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